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関 思 技 知 評価規準

1 1
つながる生
命

単元導入のウミガメの写真を使って，親から子へ生命がつながっていることを思い起こさせるとと
もに，親の形や性質などの特徴が子やそれ以降の世代に現れることを想像させ，生命がつながるこ
とはすべての生物に共通していることなどに興味をもたせる。

○ 生命の連続性に興味をもち，調べてみよ
うとする。

・生命を維
持するはた
らき(中2)

・写真をもとに，ヒトの体も１つの細胞から始まり，数か月を経て誕生することを説明する。そし
て，生物の特徴である親から子が生まれることと，生物の成長について関心をもたせる。
・課題　生物が成長するとき，細胞に変化は見られるのだろうか。
・ソラマメの根の先端ののびる部位の違いから，根がのびる部分の細胞がどのように変化している
か話し合わせる。
・「ためしてみよう」を演示する。
・根の成長点での細胞の分裂と，その上の部分の細胞の体積の増加によって，根がのびることを説
明する。

○ 写真資料をもとに，根の成長と細胞の変
化について考察することができる。

○ 細胞分裂のしくみに興味をもち，多くの
分裂像を観察しようとする。

○ プレパラートをつくり，いろいろな分裂
像を見つけ出し，正確にスケッチするこ
とができる。

○ いろいろな分裂像から細胞分裂の連続的
なつながりを指摘することができる。

○ 細胞が分裂するときの染色体のふるまい
について理解し，知識を身につけてい
る。

○ 生物のふえ方に関心をもち，意欲的に調
べてみようとする。

○ 無性生殖について，例をあげてその特徴
を説明することができる。

・身近にいる水槽の魚やイヌやネコなどでは，どのように子を残しているのかを発表させる。
・卵巣の卵，精巣の精子，生殖細胞について説明する。
・小学校５年のメダカの誕生についての学習内容を発表させる。
・課題　動物の有性生殖は，どのように進むのだろうか。
・メダカ，ウニ，カエルのふえ方，受精・胚・発生について，写真などを参考にし，有性生殖につ
いて説明する。
・雄から放出された精子が雌の産んだ卵にたどりつき，受精する。受精してできた受精卵は，体細
胞分裂をして胚となる。

○ 動物の受精と発生の過程について理解
し，知識を身につけている。

・１年生で学習した花から種子ができることについて思い出させる。
・課題　植物の有性生殖は，どのように進むのだろうか。
・花のつくりを確認させ，種子はどこにできるかを話し合わせる。そして，動物の有性生殖の流れ
を，植物の場合に置き換えて考えさせる。
・卵細胞と精細胞について説明する。
・「ためしてみよう」を演示する。
・被子植物の有性生殖について説明する。裸子植物についても，軽く触れる。
・被子植物では受粉した後，花粉管がのびる。花粉管の中には精細胞があり，その核が胚珠内の卵
細胞の核と合体して受精卵ができる。受精卵は分裂を繰り返して種子の中の胚になる。

○ 被子植物の受精と発生の過程について理
解し，知識を身につけている。

・有性生殖を思い出させる。
・課題　受精によって，染色体の数が倍にならないのはどうしてだろうか。
・表２と図18を利用して，減数分裂を体細胞分裂と比較しながら説明する。
・減数分裂によって染色体が半数になった生殖細胞ができ，受精によって染色体の数はもとの数に
なる。
・マイノートの基本のチェックを使い，第１章の学習内容の定着をはかる。

○ 減数分裂と体細胞分裂の違いを理解し，
知識を身につけている。

○ 遺伝の現象やしくみに興味をもち，意欲
的に調べようとする。

○ 有性生殖と無性生殖の違いについて説明
することができる。

○ 優性の法則を理解し，知識を身につけて
いる。

○ メンデルの実験方法とその結果を説明す
ることができる。

・子では優性形質だけが，孫では優性形質と劣性形質が３:１の割合で現れることを確認する。
・それぞれの形質を支配する要素があり，これが遺伝子であることを説明する。
・課題　遺伝子は，親から子へ，そして子から孫へ，どのように伝わるのだろうか。
・図をもとに，遺伝子の記号を用いて，親から子への遺伝子の伝わり方を考えさせる。
・減数分裂の結果，対になっている遺伝子が分かれて，別々の生殖細胞に入ることが，分離の法則
であることを説明する。

○ 遺伝子と生殖細胞を用いて，分離の法則
を説明することができる。

・優性の法則と分離の法則について確認する。
・実習１　遺伝のモデル実験
・子の組み合わせと孫の組み合わせからわかることを考える。
・モデル実験をもとに，遺伝子の伝わり方を考えさせる。
・親の遺伝子をAAとaaとするとき，子の遺伝子の組み合わせはすべてAaとなる。孫の遺伝子の組み
合わせAA，Aa，aaの割合は１:２:１になる。現れる優性形質(AA，Aa)と劣性形質(aa)の割合は３:
１になる。

○ メンデルの実験結果から，子の代で優性
の形質を現すものだけが生じ，孫の代で
優性の形質と劣性の形質を現すものが３:
１の割合で生じることを，遺伝子を使っ
て説明することができる。

○ 生殖・発生や遺伝の現象に感動し，生命
に対する畏敬の念をもつ。

○ 遺伝子の本体はＤＮＡであることと，遺
伝子は不変でなく変化することを理解
し，知識を身につけている。

○ 現在の遺伝子やＤＮＡに関する研究成果
の利用を，例をあげて説明することがで
きる。

5 5 予備 予備（力だめし，副教材，単元テストなど）

1 1

水素と酸素
から電気を
つくる

・２年では水の電気分解を学習した。燃料電池では水素と酸素から電気をつくることができ，燃料
電池車や家庭用燃料電池が実用化されていることを説明し，化学変化とイオンの学習への興味・関
心を高める。

○ 燃料電池に興味を示し，電池を身近なも
のとしてとらえることができるととも
に，積極的に電池のしくみを学ぼうとす
る。

○ どのような水溶液が電流を通すか興味を
示し，電流を通す水溶液に共通して観察
されることを進んで調べようとする。

4
月
⑩

5
月
⑧

6
月
⑳

・減数分裂を思い起こさせる。
・形質，遺伝，遺伝子について説明する。
・課題　親の特徴はすべて子に遺伝するのだろうか。
・有性生殖と無性生殖について説明する。
・１つの形質に注目すると，親と同じであったり，異なっていたりする。
・マツバボタンの花の色の遺伝を説明する。
・課題　遺伝には，どのような規則性があるのだろうか。
・メンデルの実験を紹介し，純系と対立形質について説明する。

・遺伝子は代々伝えられることを確認する。
・課題　遺伝子とは，どのようなものだろうか。
・遺伝子の本体はＤＮＡであることを説明する。
・遺伝子は変化することがあることについて説明する。
・ＤＮＡや遺伝子に関する科学技術の利用について説明する。
・遺伝子の本体はＤＮＡであり，変化することがある。ＤＮＡや遺伝子に関する技術は，さまざま
な場面で利用されている。
・マイノートの基本のチェックを使い，第２章の学習内容の定着をはかる。

・金属は電流を通したことを想起させる。また，導入写真を使って，固体の塩化ナトリウムや蒸留
水は電流を通さないが，塩化ナトリウム水溶液は電流を通すことを示す。
・２年の水の電気分解の実験で，電流を通しやすくするために水に何を加えたか思い出させる。
・水の電気分解の実験では，電流を通しやすくするために水酸化ナトリウム水溶液を加えたことを
想起させ，必要に応じて追加指導する。
・課題　どのような物質でも，水溶液にすると電流を通すようになるのだろうか。
・実験１　電流を通す水溶液
・実験１の結果からどのようなことがわかるか考えさせる。

4

1

3

２　生物の
ふえ方

１章　水溶
液とイオン
１　水溶液
にすると電
流を通す物
質

2

12

月
時
間

配
当

単元・章 指導計画
観点別評価

１章　生物
の成長とふ
え方
１　生物の
成長

・細胞が分裂するとき，細胞の内部がどのように変化していくか予想させる。
・細胞の中の染色体の形や位置の変化を見ると，分裂の過程がわかることを説明する。
・観察１　細胞が分裂するときの変化
・細胞の中に染色体が見られるものが，分裂途中であるといえる。いろいろな形の染色体を見比べ
させ，どのように細胞分裂が進むのか考えさせる。

・観察１の結果を確認する。
・観察１でスケッチした細胞を分類し，細胞分裂の順序に並べかえ，染色体のふるまいについて説
明する。
・多細胞生物の成長は，細胞が分裂して数がふえ，さらにその体積が大きくなることで起こる。細
胞分裂が始まると，核の中に染色体が見えるようになる。染色体は２分して両方の細胞に入り，同
じ２つの細胞ができる。

7

・単元導入のウミガメや章導入のヒトの写真をもとに，親から子が生まれることは生物の特徴であ
ることに関心をもたせる。
・生殖について説明する。
・課題　無性生殖を行う生物にはどのようなものがあるだろうか。
・単細胞生物の分裂やジャガイモのいもから芽が出てくる例など，実物を見せながら説明し，ま
た，身近な知っている例を発言させ，無性生殖と栄養生殖の説明をする。
・単細胞生物や動物のヒドラ，植物のジャガイモなどが無性生殖を行う。植物において，体の一部
から新しい個体をつくる無性生殖のことを，栄養生殖という。

4

・エンドウの形質について思い出させる。
・優性の法則，優性形質，劣性形質について説明する。また，孫には，優性形質と劣性形質の両方
が現れることを説明する。
・かけ合わせの実験結果をもとに，孫にはどのような形質がどのくらいの割合で現れるかを考えさ
せる。
・形質には，優性形質と劣性形質がある。優性形質をもつ純系の親と劣性形質をもつ純系の親の子
には優性形質だけが現れ，その子どうしのかけ合わせでできた孫には両方の形質が現れる。

２章　遺伝
の規則性と
遺伝子
１　親から
子への特徴
の伝わり方

5

２　遺伝子
の本体

系統・関連

・生物の体
と細胞(中2)

・花のつく
りとはたら
き(中1)
・動物のな
かま(中2)

・水溶液の
性質(中1)
・物質の成
り立ち(中1)
・さまざま
な化学変化
(中2)
・電流の性
質(中2)
・電流の正
体(中2)
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○ どのような水溶液が電流を通すか調べる
実験を，正しく安全に行うことができ
る。○ 電流を通す水溶液に電流を通したとき
に，電極付近で化学変化が起こることを
説明することができる。

○ 他の班の実験結果にも興味を示し，意欲
的に結果の発表を聞くことができる。

○ 電解質・非電解質について理解し，それ
ぞれの物質の例をあげることができる。

○ 電気分解の実験に興味を示し，電極で見
られる変化のしくみを進んで調べようと
する。○ 実験結果から，塩化銅水溶液中では，銅
原子は電気を帯びた粒子になっているこ
とを推論し，説明することができる。

・溶質が移動した実験を想起させる。
・塩化水素は，水素と塩素の化合物であることを確認する。
・実験２　うすい塩酸の電気分解
・実験２の結果からどのようなことがわかるか考えさせる。

○ 塩酸に電流を通し，電極付近で発生する
気体が何であるか調べる実験を，正しく
安全に行うことができる。

○ 実験結果から，塩酸中では，塩素原子は
－の電気を帯びた粒子になっていること
を推論し，説明している。

○ 塩酸や塩化銅水溶液に電流を通したと
き，両極に生じる物質が何であるか理解
する。

○ 原子が電気を帯びた粒子になっているこ
とに興味を示し，原子が電気を帯びるし
くみを進んで調べようとする。

○ 原子の構造を知り，原子が電気的に中性
である理由を説明する。

○ 原子がどのようにして陽イオンや陰イオ
ンになるかそのしくみを理解する。

○ イオン式の書き方がわかり，代表的なイ
オンをイオン式で表す。

・電解質の水溶液は電流を通すことを想起させる。
・電解質の水溶液が電流を通すのは水溶液中にイオンが存在していることと関係があることを伝
え，電離について説明する。
・図12を使って，塩化水素の電離について説明する。
・図13と図14を使って，塩化ナトリウムや塩化銅の電離について説明する。
・電離を表す式について説明する。
・原子がいくつかの電子を失うと陽イオンになり，原子がいくつかの電子を受け取ると陰イオンに
なる。電解質が水に溶けると，電離して陽イオンと陰イオンに分かれる。

○ 電離について理解し，電離のようすを化
学式とイオン式を使って表す。

○ 電池の実験に興味を示し，進んで電池の
つくりを調べようとしている。

○ 電池をつくり，電気エネルギーを取り出
す実験を，正しく安全に行うことができ
る。○ 実験結果から，電池は化学エネルギーを
電気エネルギーに変換していることを見
いだし，説明している。

○ 電池のしくみを電極での変化を中心に説
明することができる。

○ 電池のしくみをイオンのでき方と関連さ
せて考察し，説明することができる。

・亜鉛板，銅板と電解質で電池ができたことを想起させ，必要に応じて追加指導する。
・モーターを速く回すには，どのようなくふうをすればよいか考えさせる。
・「ためしてみよう」を演示する。
・「ためしてみよう」から得られた結果を説明する。
・電池の－極では金属が溶けて電子を放出し，＋極では電極の電子が陽イオンと結びつくことを確
認する。

○ 電池から取り出される電流に影響を与え
るものを調べる実験に興味を示し，進ん
で調べようとしている。

1

５　日常生
活と電池

・図21でマンガン乾電池の亜鉛の容器が変化していくことに触れ，電池と化学変化との関連を想起
させる。
・課題　身のまわりの電池も化学変化を利用しているのだろうか。
・図22を使って，一次電池と二次電池を紹介する。
・図25を使って電気分解と燃料電池の関係を説明し，燃料電池のしくみや長所，課題などを紹介す
る。
・化学変化を利用したさまざまな種類の電池がある。
・マイノートの基本のチェックを使い，第１章の学習内容の定着をはかる。

○ いろいろな電池が日常生活で利用されて
いることに興味をもち，それぞれの電池
の特徴について調べようとする。

○ 身のまわりの酸性やアルカリ性の水溶液
に興味を示し，どのようなものがあるか
進んで調べようとしている。

○ 酸性やアルカリ性の水溶液に共通した性
質を調べる実験を，正しく安全に行うこ
とができる。

○ 実験結果から，酸性やアルカリ性の水溶
液の共通な性質を判断し，説明してい
る。・実験４の結果と考察を想起させ，必要に応じて追加指導する。

・実験４の結果，および図32と図33を使って，酸性の水溶液に共通した性質を説明する。
・実験４の結果，および図32と図33を使って，アルカリ性の水溶液に共通した性質を説明する。
・酸性の水溶液には，指示薬の色の変化やマグネシウムリボンとの反応など共通した性質がある。
アルカリ性の水溶液には，指示薬の色の変化など共通した性質がある。

○ 酸性やアルカリ性の水溶液に共通した性
質を理解する。

○ 酸性やアルカリ性の水溶液に共通の性質
があることに興味を示し，その性質のも
とを調べようとしている。

○ 酸性やアルカリ性の水溶液に共通した性
質のもとを調べる実験を，正しく安全に
行うことができる。

○ 実験結果から，酸性の水溶液の共通した
性質のもとは水素イオンで，アルカリ性
の水溶液の共通した性質のもとは水酸化
物イオンであることを考察し，説明する
ことができる。

6
月
⑳

・金属は電流を通したことを想起させる。また，導入写真を使って，固体の塩化ナトリウムや蒸留
水は電流を通さないが，塩化ナトリウム水溶液は電流を通すことを示す。
・２年の水の電気分解の実験で，電流を通しやすくするために水に何を加えたか思い出させる。
・水の電気分解の実験では，電流を通しやすくするために水酸化ナトリウム水溶液を加えたことを
想起させ，必要に応じて追加指導する。
・課題　どのような物質でも，水溶液にすると電流を通すようになるのだろうか。
・実験１　電流を通す水溶液
・実験１の結果からどのようなことがわかるか考えさせる。

・実験１の結果と考察を想起させ，必要に応じて追加指導する。
・物質は水に溶けて電流を通すものと，水に溶けても電流を通さないものがあることに気づかせ，
電解質と非電解質について説明する。
・物質は電解質と非電解質に分けることができ，電解質をとかした水溶液は電流を通す。

２　電解質
の水溶液に
電流を通し
たときの変
化

・電気分解では，電極付近で変化があったことを想起させる。
・課題　電解質の水溶液に電流を通したとき，電極付近でどのような変化が起こるのだろうか。
・塩化銅水溶液を電気分解したとき，何が生じたか思い出させる。
・塩化銅水溶液の電気分解の生成物を想起させ，必要に応じて追加指導する。
・塩化銅水溶液中で，銅原子や塩素原子は電気を帯びていることに気づかせる。
・溶質の移動を確かめる実験を演示する。
・青色のしみが陰極に向かって移動していることより，銅原子が＋の電気を帯びていることに気づ
かせる。
・塩酸を電気分解すると，両極付近でそれぞれ何が生じるか予想させる。

・実験２の結果と考察を想起させ，必要に応じて追加指導する。
・うすい塩酸に電流を通すと，陰極付近から水素が発生し，陽極付近から塩素が発生したことを確
認する。
・水素原子や銅原子は水溶液中で＋の電気を帯びた粒子に，塩素原子は水溶液中で－の電気を帯び
た粒子になっていると推論できることを伝える。
・水溶液中で水素原子や銅原子は＋の電気を帯びた粒子に，塩素原子は－の電気を帯びた粒子に
なっており，塩化銅水溶液を電気分解すると，陰極に銅が付着し，陽極付近から塩素が発生する。
塩酸を電気分解すると，陰極付近から水素が発生し，陽極付近から塩素が発生する。

３　水溶液
中での電解
質の粒子

・電気分解では塩素はいつも陽極付近から発生することを想起させ，塩素原子が－の電気を帯びた
ものであればうまく説明できることを確認する。
・課題　水溶液中にある原子が電気を帯びたものとは，どのようなものだろうか。
・原子は原子核と電子から，原子核は陽子と中性子からできていること，および陽子１個のもつ＋
の電気の量と電子１個のもつ－の電気の量が等しいことを説明する。
・原子全体が電気を帯びていないのは陽子の数と電子の数が等しいからであることを説明する。

・原子全体が電気を帯びていないのは陽子の数と電子の数が等しいからであることを想起させ，必
要に応じて追加指導する。
・陽イオンと陰イオンの説明を行い，それらのでき方を考えさせる。
・陽イオンと陰イオンをイオン式でどのように表すかを説明し，代表的なイオン式を紹介する。

・図15のように果物に亜鉛板と銅板をさしこんだとき，モーターが回るようすに興味をもたせる。
・図15，16，17を使って，どのような条件のときに電池では電気エネルギーを取り出すことができ
るか考えさせる。
・課題　電池の内部ではどのような変化が起こっているのだろうか。
・実験３　身近なもので電池をつくる
・実験３の結果からどのようなことがわかるか考えさせる。

・実験３の結果と考察をふり返り，必要に応じて追加指導する。
・図19を使って，電池のモデルを電極での化学変化を中心に説明する。
・うすい硫酸と亜鉛板，銅板から電池ができることを説明し，図19を参考にして，亜鉛板が溶けて
陽イオンになり，水溶液中の水素イオンが水素になることに気づかせる。

・酸性やアルカリ性の水溶液にはどのような性質があったか想起させ，必要に応じて追加指導す
る。
・課題　リトマス紙の色の変化以外に，酸性またはアルカリ性の水溶液に共通する性質はないのだ
ろうか。
・実験４　酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質
・実験４の結果からどのようなことがわかるか考えさせる。

・酸性の水溶液やアルカリ性の水溶液には，それぞれ共通した性質があることを想起させ，必要に
応じて追加指導する。
・課題　酸性の水溶液やアルカリ性の水溶液がそれぞれ共通の性質を示すもとは何だろうか。
・塩化水素が電離すると，どのようなイオンに分かれたか思い出させる。
・実験５  指示薬の色を変えるもと
・実験５の結果からどのようなことがわかるか考えさせる。

・実験５の結果と考察を想起させ，必要に応じて追加指導する。
・ｐＨ試験紙を赤色に変えるものは陰極に移動することを確認し，＋の電気をもつことに気づかせ
る。
・酸の定義を説明し，水溶液中で水素がイオンとして存在することをモデルで示す。
・ｐＨ試験紙を青色に変えるものは陽極に移動することを確認し，－の電気をもつことに気づかせ
る。
・アルカリの定義を説明し，アルカリの水溶液のようすをモデルで示す。
・酸性の水溶液に共通した性質を示すもとは水素イオンであり，アルカリ性の水溶液に共通した性
質を示すもとは水酸化物イオンであることを説明する。
・酸性の水溶液が共通した性質を示すのは水素イオンにより，アルカリ性の水溶液は水酸化物イオ
ンによる。

3
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２章　酸・
アルカリと
塩
１　酸性や
アルカリ性
の水溶液の
性質

１章　水溶
液とイオン
１　水溶液
にすると電
流を通す物
質

3

2

４　電池の
しくみ

12

2

２　酸性や
アルカリ性
の正体

3

2

・水溶液の
性質(中1)
・物質の成
り立ち(中1)
・さまざま
な化学変化
(中2)
・電流の性
質(中2)
・電流の正
体(中2)

・水溶液の
性質(中1)
・さまざま
な化学変化
(中2)
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○ 酸性とアルカリ性の水溶液の共通した性
質のもとが，水素イオンと水酸化物イオ
ンであることについて理解する。

・うすい塩酸や硫酸と酢酸では，ｐＨ試験紙の色や亜鉛との反応のようすが違うことを想起させ
る。そこから，塩酸や硫酸と酢酸では，酸性の強さが違うことに気づかせる。
・「ためしてみよう」を演示する。
・課題  酸性やアルカリ性の強さは，どのように表せるだろうか。
・ｐＨの説明を行い，その値はｐＨ試験紙またはｐＨメーターで測定できることを確認する。ま
た，その値によって酸性，中性，アルカリ性に分類できることを説明する。
・水素イオンや水酸化物イオンの濃度の大きさによって水溶液の酸性・アルカリ性の強さの尺度で
あるｐＨの値が変化する。

○ ｐＨ７が中性で，７より小さいほど酸性
が強く，７より大きいほどアルカリ性が
強いことを理解する。

○ 酸と金属の反応で水素が発生することに
興味を示し，進んでその理由を考えよう
とする。○ 酸と金属の反応で水素が発生する理由を
理解する。

・塩酸の中には水素イオンと塩化物イオンが，水酸化ナトリウム水溶液の中にはナトリウムイオン
と水酸化物イオンが含まれていることを想起させる。
・図42を使って，ＢＴＢ溶液を入れたうすい塩酸にマグネシウムリボンを入れ，これにうすい水酸
化ナトリウム水溶液を加えていったときの変化を説明する。
・課題  酸の水溶液とアルカリの水溶液を混ぜると，どうして水素の発生が弱まるのだろうか。
・水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えると何ができるか予想させる。
・こまごめピペットの使い方を説明し，時間があれば使い方の練習を行う。

○ 酸とアルカリの反応に興味を示し，進ん
でその変化を調べようとする。

○ こまごめピペットの使い方に慣れ，中和
によって塩ができることを調べる実験
を，正しく安全に行うことができる。

○ 実験結果より，中和によってできた塩の
種類を，その形から類推し，説明するこ
とができる。

・実験６の結果と考察を想起させ，必要に応じて追加指導する。
・中和と塩について説明する。
・「ためしてみよう」を演示する。
・２年のときに行った実験で，うすい水酸化バリウム水溶液にうすい硫酸を加えたとき，どのよう
な変化が起こったか思い出させる。
・中和によってできた塩の溶解度の違いによって，水溶液が濁らなかったり濁ったりすることに気
づかせる。
・図46を使って，中和が発熱反応であることを示す。
・酸の水溶液とアルカリの水溶液を混ぜると，中和反応により塩と水が生成する。また，この反応
は発熱反応である。

○ 中和により塩と水ができることについて
理解する。

○ 酸とアルカリの反応をイオンのモデルで
表すことができることに興味を示し，進
んで説明しようとする。

○ 中和と中性の違いについて理解する。
○ 中和の様子を，イオンのモデルを使って

考察し，説明している。

○ 中和による水溶液のｐＨの変化に興味を
示し，進んで調べようとする。

○ 酸やアルカリの水溶液の廃液を処理する
場合にも，中和反応が利用できることを
理解する。

6 6 予備 予備（力だめし，副教材，単元テストなど）

1 1

どのような
ときに運動
がはじまる
のだろうか

・複数のロープで引いているが進みたい向きに進める山車や，倒れずにそのまま下に落ちるだるま
落としに興味を抱かせ，運動とエネルギーの学習への興味・関心を高める。

○ 力がはたらいたときの物体の運動に興味
をもち，運動のしかたなどを調べようと
する。

○ ２力のつり合いについて理解する。
○ ばねばかりなどを使って，力がつり合う

条件を調べることができる。

○ ２力がつり合う条件を理解する。
○ ２力がつり合う条件を見いだし，つり

合っている２力の１つからもう１つの力
を考えることができる。

・図６を提示し，リングはどちらに動くかと問題提起する。
・図６を演示して，合力と力の合成を定義する。
・課題　２つの力とそれらの合力の間には，どのような関係が成り立つのだろうか。
・図８を使って，リングにはたらく力の関係を作図し，考えさせる。

○ １つの物体にいくつかの力がはたらく場
合に興味をもち，どのようになるか調べ
ようとする。

○ ばねばかりなどを使って，合力ともとの
２力の関係を調べることができる。

○ 実験２の結果から，角度をもってはたら
く２力とその合力の関係を見いだすこと
ができる。

・実験２の結果を確認する。
・力の平行四辺形の法則と，作図して合力を求める方法を説明する。
・３力のつり合いについて説明する。
・２力が一直線上ではたらく場合，(1)２力の向きが同じなら，合力の大きさは２力の和，向きは
２力と同じ。(2)２力の向きが反対なら，合力の大きさは２力の差，向きは２力のうち大きいほう
と同じ。(3)２力が角度をもってはたらく場合は，合力は２力を２辺とする平行四辺形の対角線で
表される(力の平行四辺形の法則)。

○ 力の合成や合力の意味，合力の求め方を
理解する。

6
月
⑳

7
月
⑩

8
月
⑦

・酸は水溶液中で水素イオンを生じる物質であることを思い出させる。
・課題  酸の水溶液と金属が反応して水素が発生する化学変化を化学反応式で表すとどうなるか。
・マグネシウムと塩酸が反応すると塩化マグネシウムと水素ができることを説明し，この反応を化
学反応式で表す。
・亜鉛と硫酸が反応すると硫酸亜鉛と水素ができることを説明し，化学反応式で表す。
・発生した水素は，酸が水溶液中で電離したときにできる水素イオンが変化したものである。

・２つの力とそれらの合力の間には，どのような関係があると考えられるか確認する。
・角度をもってはたらく２力の合力の大きさは，もとの２力の大きさの和や差にならないことを指
摘する。
・実験２  合力ともとの２力の関係
・実験２の結果から，F3と，２力F1，F2の関係を考えさせる。

・水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えると何ができるかの予想を想起させる。
・実験６　酸とアルカリの水溶液を混ぜたときの変化
・実験６の結果からどのようなことがわかるか考えさせる。

５　イオン
で考える中
和

・化学変化は原子やイオンの組み換えであることを思い出させる。
・課題　酸の水溶液とアルカリの水溶液を混ぜたとき，それぞれの性質が弱まるしくみをイオンで
考えると，どのようになるのだろうか。
・図47を使って，水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えていったときの水溶液の変化を説明する。
その際，中和と中性の違いに留意する。
・図48の塩酸に水酸化ナトリウム水溶液を加えていったときの変化を，イオンのモデルで考える。

・図47の水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えていったときの変化を想起させる。
・水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を少しずつ加えたとき，水溶液のｐＨはどのように変化するか予
想させる。
・「ためしてみよう」を演示する。
・中性付近でｐＨが大きく変化することを示し，水溶液のｐＨを７にすることが困難であることに
気づかせる。
・実験で使った酸やアルカリの水溶液はどのように捨てればよいのか考える。
・酸とアルカリの水溶液を混ぜると水素イオンと水酸化物イオンが結びつき，水が生成すること
で，酸やアルカリの性質が弱まる。それにともない，ｐＨも変化する。
・マイノートの基本のチェックを使い，第２章の学習内容の定着をはかる。

7

１章 力の
つり合い
１　物体が
動かないた
めの条件

・ロープウエーなどのロープがたるんでいることに注目させる。
・力について１年で学習したことを思い出させる。
・２力がつり合うということの意味を説明する。
・課題  どのような条件のときに，物体にはたらく力はつり合うのだろうか。
・２力がつり合うための条件を考えさせる。
・ばねばかりの水平使用について説明する。
・実験１　力がつり合うための条件

・実験１の結果を確認する。
・実験１の結果から，２力がつり合うための条件を考えさせる。
・２力がつり合う条件を説明する。
・２力がつり合っているとき，１つの力がわかると，もう１つの力もわかることを指摘する。
・力のつり合いを利用して，天井に照明器具を取りつける場合について考えさせる。
・２力がつり合うためには，２力の大きさが等しく，向きは反対で，同一直線上にあることが必要
である。

２　力の合
成

・実験５の結果と考察を想起させ，必要に応じて追加指導する。
・ｐＨ試験紙を赤色に変えるものは陰極に移動することを確認し，＋の電気をもつことに気づかせ
る。
・酸の定義を説明し，水溶液中で水素がイオンとして存在することをモデルで示す。
・ｐＨ試験紙を青色に変えるものは陽極に移動することを確認し，－の電気をもつことに気づかせ
る。
・アルカリの定義を説明し，アルカリの水溶液のようすをモデルで示す。
・酸性の水溶液に共通した性質を示すもとは水素イオンであり，アルカリ性の水溶液に共通した性
質を示すもとは水酸化物イオンであることを説明する。
・酸性の水溶液が共通した性質を示すのは水素イオンにより，アルカリ性の水溶液は水酸化物イオ
ンによる。

2

3
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４  酸とア
ルカリを混
ぜたときの
変化

2

2

３　酸性・
アルカリ性
の強さ

２　酸性や
アルカリ性
の正体

2

3

・力による
現象(中1)
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・１つの力を２つに分けていると見ることができることを指摘する。
・分力と力の分解を定義する。
・課題　１つの力をこれと同じはたらきをする２つの力に分解するには，どのようにすればよいの
だろうか。
・作図して分力を求める方法を説明する。
・分力を求める練習をさせる。

○ 力の分解や分力，分力の求め方を理解す
る。

・力の分解について確認する。
・斜面上の物体にはたらく重力を，斜面に垂直な分力と平行な分力に分解し，前者は垂直抗力とつ
り合い，後者は重力より小さいことを説明する。
・分力は何とおりにでも分解できることを説明する。
・作図によって分力を求めさせる。
・分力は，もとの力の矢印を対角線とする平行四辺形のとなり合う２辺で表される。
・マイノートの基本のチェックを使い，第１章の学習内容の定着をはかる。

○ 斜面上の物体にはたらく重力を，斜面に
垂直な方向と平行な方向に分解して考察
することができる。

○ ストロボ写真やデジタルビデオカメラの
映像をもとに，物体の運動を分析するこ
とができる。

○ 物体の速さについて理解する。

○ 物体の運動の様子に興味をもち，調べよ
うとする。

○ 記録タイマーなどを使って，物体の運動
の様子を調べることができる。

○ 運動の様子を調べた記録テープを処理す
ることができる。

○ 記録テープから，物体の運動の様子を考
察することができる。

・一定の力を加え続けたときの運動を提示する。
・課題　物体に一定の力がはたらき続けると，物体はどのような運動をするのだろうか。
・斜面上の物体にはたらく重力を分解し，斜面が急なほど斜面に平行な分力が大きいことを指摘す
る。
・斜面上の台車の運動について考えさせる。
・実験４　斜面上の台車の運動
・「ためしてみよう」を演示する。

○ 記録タイマーなどを使って，斜面を下り
る台車の運動を調べることができる。

○ 運動の様子を調べた記録テープを処理す
ることができる。

○ 記録テープから，力がはたらき続けたと
きの台車の運動を考察することができ
る。○ 力がはたらき続けるときの物体の運動に
ついて理解する。

・机の上をすべり続けるドライアイスの運動に注目させ，力がはたらいているかどうか考えさせ
る。
・課題　物体に力がはたらかないとき，物体の運動はどのようになるのだろうか。
・図36を演示する。
・図示実験の結果をグラフにし，物体の運動について考えさせる。

○ 力がはたらかないときの物体の運動を考
えることができる。

・図36の結果を確認する。
・図36の結果をもとに，物体がどのような運動をしたのかを考察させる。
・等速直線運動について説明する。
・慣性の法則と慣性について説明する。
・力がはたらかないときや，はたらいてもつり合っているとき，静止している物体は静止し続け，
動いている物体は等速直線運動を続ける(慣性の法則)。

○ 物体に力がはたらかないときの運動につ
いて理解している。

○ ２つの物体間にはたらく力を考察するこ
とができる。

○ 作用・反作用の法則について理解してい
る。

○ 物体を移動させるなどしたときのことに
興味をもち，仕事について調べようとす
る。○ 重力や摩擦力に逆らってする仕事につい
て考察することができる。

○ 理科でいう仕事について理解している。

○ 道具を使うと仕事の量が小さくできるか
どうかに興味をもち，調べようとする。

○ 動滑車や斜面を使う場合と使わない場合
について，物体を持ち上げたときの仕事
の量を調べることができる。

○ 実験５の結果から，道具を使っても使わ
なくても，仕事の量は変わらないことを
見いだすことができる。

○ 仕事の原理について理解する。

○ 仕事の量が同じでも，かかる時間が異な
ることがあることに興味をもち，仕事の
能率を調べようとする。

○ 仕事率について理解する。

・「エネルギーとは何なのか」と問いかけ，疑問を誘発する。 ○ エネルギーについて理解している。
○ ハンマーでくいを打ちこむとき，深く食

い込ませるにはどのようにすればよいの
か考えることができる。

○ 位置エネルギーの大きさと高さや質量の
関係を調べることができる。

○ 位置エネルギーの大きさと高さや質量の
関係を考察することができる。

8
月
⑦

9
月
⑮

・実験５の結果を確認する。
・実験５の結果から，道具を使う場合と使わない場合の仕事を比較する。
・道具を使うと力の大きさは小さくてすむが，糸を引く距離が長くなり，仕事の量は変わらないこ
と（仕事の原理）を説明する。
・道具を使っても使わなくても，仕事の量は変わらない(仕事の原理)。

２　仕事の
能率

・同じ仕事でも，かかる時間が異なることがあることから，効率について疑問を誘発する。
・課題　いろいろな道具や方法で物体を持ち上げるとき，仕事の能率はどのようにして表せばよい
のだろうか。
・図51を使って，仕事の能率のよい順番を考えさせる。
・１秒間にする仕事の量として仕事率を導入する。
・仕事の能率は，１秒間にする仕事の量（仕事率）によって表される。

・実験６の結果を確認する。
・実験６からどんなことがわかるか考えさせる。
・小球のもつ位置エネルギーと基準面からの高さや質量の関係について説明する。

9

３章　仕事
とエネル
ギー
１　仕事

・章導入の写真を使って，ピラミッドを作るために，どのようにして重い石を積み上げたのか，興
味を喚起する。
・図43を使って，仕事のたいへんさは何に影響を受けるのかを考えさせる。
・理科でいう仕事の定義について説明する。
・仕事は物体に加えた力の大きさと物体が力の向きに移動した距離の積で表されることを説明す
る。
・重力に逆らってする仕事について説明する。
・摩擦力に逆らってする仕事について説明する。

2

４　物体に
力がはたら
かないとき
の運動

・実験４の結果を確認する。
・実験４の結果から，台車がどのような運動をしたのかを考察させる。
・斜面を下りる台車の運動について説明する。
・斜面をのぼる台車の運動について説明する。
・力と物体の運動の関係をまとめる。
・運動の向きに力がはたらき続けると速さは増加し，反対向きにはたらき続けると速さは減少す
る。同じ物体では，はたらく力が大きいほど，速さの変化する割合は大きくなる。

３　力と物
体の運動の
関係

2

・図39で，ＡさんとＢさんの体重計の目盛りが変化した現象を提示する。
・課題　２つの物体間で，力はどのようにはたらくのだろうか。
・図41の実験を演示する。
・２つの物体間で力がどのようにはたらいたか考えさせる。
・作用・反作用の法則について説明する。
・ある物体が他の物体に力を加えたとき，同時にその物体から一直線上で反対向きの同じ大きさの
力を受ける(作用・反作用の法則)。
・マイノートの基本のチェックを使い，第２章の学習内容の定着をはかる。

・章導入の写真を提示して，運動の様子を考えさせる。
・力のはたらきや運動の規則性について，既習事項を思い出させる。
・課題　運動のようすを正確に示すには，どうすればよいのだろうか。
・図20の２種類の運動の共通点と相違点をもとに，運動の様子の表し方を考えさせる。
・運動の様子を表すには，速さと運動の向きを示す必要があることを説明する。
・図22を使って，模型自動車の速さと向きが時間と共にどのように変化しているのかを考えさせ
る。
・速さを求める方法について説明し，速さには，平均の速さと瞬間の速さがあることを指摘する。
・速さや所要時間を考えさせる。
・運動の様子を正確に示すには，速さと運動の向きを示す必要がある。

２　運動の
調べ方

・運動を調べる道具として，記録タイマーという装置があることを説明する。
・記録タイマーの使い方を説明する。
・記録タイマーの使い方を練習する。
・課題　水平面上に静止していた物体が押されて動くとき，物体はどのような運動をするのだろう
か。
・静止していた物体が押されて水平面上を動くとき，物体の速さはどのように変化していくのかを
考えさせる。
・実験３　水平面上での台車の運動

・実験３の結果を確認する。
・記録テープから，台車の速さや運動の様子を考えさせる。
・記録テープから読み取った台車の運動を説明する。
・振り子や投げ上げたボールの運動について考えさせる。
・水平面上で静止している物体に力がはたらくと，直後は速さが大きくなり，その後は少しずつ速
さが小さくなっていく。

２章　物体
の運動
１　物体の
運動の表し
方

2

・小学校６年で，てこを使うと重い物体も楽に動かせることを学んだことを思い出させる。
・課題　同じ重さの荷物を，より小さい仕事で動かすことはできないだろうか。
・道具を使ったり，直接持ち上げたりする中で，仕事の量を小さくする方法がないか考えさせる。
・実験５　道具を使った仕事

・エネルギーについて説明する。
・課題　ハンマーでくいを打ちこむとき，深く食いこませるにはどうすればよいのだろうか。
・道具や振り下ろし方をどのように工夫すればよいのか，考えさせる。
・実験６　物体のもつエネルギーと高さや質量の関係

8

7

３　力の分
解

2

1

4

３　エネル
ギー

1

５　力のお
よぼし合い

1

3

・ふりこの
きまり(小5)
・力による
現象(中1)

・力の現象
(中1)
・電流の性
質(中2)
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○ 位置エネルギーについて理解する。

・物体のもつエネルギーは高さや質量のほかに何と関連しているか考えさせる。
・課題　物体の速さや質量が大きくなると，エネルギーの大きさはどうなるのだろうか。
・小球の速さと小球がもつエネルギーの大きさには，どのような関係があるか考えさせる。
・実験７　物体のエネルギーと速さや質量の関係

○ 運動エネルギーの大きさと速さや質量の
関係を調べることができる。

○ 運動エネルギーの大きさと速さや質量の
関係を考察することができる。

○ 運動エネルギーについて理解している。

○ 力学的エネルギーは一定に保たれること
を見いだすことができる。

○ 力学的エネルギー保存の法則について理
解している。

○ 身のまわりで利用しているエネルギーに
興味をもち，どのようなエネルギーがあ
るか調べようとする。○ いろいろな種類のエネルギーがあること
を理解する。

○ 手回し発電機などを使って，エネルギー
変換について調べることができる。

○ 実験８の結果から，エネルギーの変換に
ついて考えることができる。

○ エネルギーは相互に変換することができ
るが，その総量は一定であることを理解
する。

○ 白熱電球とLED電球の比較から，エネル
ギーの変換効率について理解する。

○ 熱の伝わり方について理解する。

生活を支えるエネルギーにはどのような
ものがあるか興味をもち，調べようとす
る。○ さまざまな発電方法の長所・短所を比較
し，発表することができる。

○ いろいろな発電のしくみやそれぞれの特
徴を理解する。

○ エネルギーを利用していくときに，どの
ようなことが問題となるのか考えること
ができる。○ エネルギーを利用していくことによって
生じる問題について認識している。

・放射線について質問する。
・課題　放射線には，どのようなものがあるのだろうか。
・放射線にはいくつかの種類があることを説明する。
・図78の実験を演示し,どのようなことがいえるのかを考えさせる。
・放射線の性質と利用法，影響について説明する。
・放射線にはＸ線，α線，β線，γ線，中性子線などがあり，電離作用や透過力がある。放射線は
医療や産業などで利用されるが，生物に影響を与えることもある。

○ 放射線の種類や性質，生物への影響を理
解する。

1

３　エネル
ギーの有効
利用

・エネルギー資源の利用上の問題を認識させる。
・課題　持続可能な社会をつくるために，エネルギーの利用に対して，どのように向き合っていけ
ばよいのだろうか。
・持続可能な社会にするためにどのようなことをすればよいか考えさせる。
・新しいエネルギー資源やエネルギーの有効利用の方法が開発されていることを説明する。
・持続可能な社会をつくるためには新しいエネルギー資源やエネルギーの有効利用の方法の開発が
必要である。
・マイノートの基本のチェックを使い，第５章の学習内容の定着をはかる。

○ 持続可能な社会をつくるために，エネル
ギー資源の開発や利用における課題を認
識する。

6 6 予備 予備（力だめし，副教材，単元テストなど）

1 1

地球はどの
ような天体
なのだろう
か

地球以外の天体での生命の存在の探査や観測などを紹介し，生命が存在するための条件などを考え
させながら，天体の学習への関心・意欲を高める。

○ 地球以外の天体での生命の存在について
関心をもち，宇宙や天体について意欲的
に調べようとする。

・章導入写真の隕石を話題にしながら，地球の外の宇宙への興味をもたせる。
・地球の自転・公転について説明する。
・課題　地球はどのような特徴をもった天体なのだろうか。
・地球の天体としての特徴を説明し，生命の生存に適した環境であることを説明する。
・地球は自転しながら公転し，表面には大気や液体の水があり，生命が存在できる環境である。

○ 天体としての地球の特徴を理解し，生命
の存在との関連を考えることができる。

・惑星について知っていることを発表させる。
・課題　惑星には，どのような特徴があるのだろうか。

○ さまざまな惑星の環境について関心をも
ち，調べてみようとする。

・図３を用いて，惑星の表面の様子を地球と比較しながら説明する。
・惑星は地球型惑星と木星型惑星に分けることができることと，それぞれの特徴について説明す
る。
・惑星には，岩石の表面をもつ地球型惑星と，ガスのような軽い物質でできた木星型惑星がある。

○ 地球型惑星と木星型惑星の特徴を理解
し，その違いを考えることができる。

○ 惑星以外の太陽系の天体に関心を示し，
それを調べようとする。

9
月
⑮

1
0
月
⑭

1
1
月
⑮

・実験６の結果を確認する。
・実験６からどんなことがわかるか考えさせる。
・小球のもつ位置エネルギーと基準面からの高さや質量の関係について説明する。

・実験７の結果を確認する。
・実験７からどんなことがわかるか考えさせる。
・小球の運動エネルギーと小球の速さや質量の関係について説明する。
・最初の課題のハンマーを使ってくいを地面に深く打ち込むには，どのようにすればよいのかにつ
いて説明する。
・位置エネルギーは，基準面からの高さや質量が大きいほど大きい。運動エネルギーは，物体の速
さや質量が大きいほど大きい。

・大型ブランコの運動をもとに，エネルギーの変化に気づかせる。
・力学的エネルギーについて説明する。
・課題　物体が運動するとき，運動エネルギーと位置エネルギーの間には，どのような関係がある
のだろうか。
・振り子の運動から，おもりのもつエネルギーの移り変わりについて考えさせる。
・力学的エネルギー保存の法則について説明する。
・力学的エネルギーが保存されない場合について説明する。
・ジェットコースターが最初の高さまで上がることができない理由を考えさせる。
・位置エネルギーと運動エネルギーは互いに移り変わることができ，その和(力学的エネルギー)は
一定に保たれる。
・マイノートの基本のチェックを使い，第３章の学習内容の定着をはかる。

9

4

５章　エネ
ルギー資源
とその利用
１　生活を
支えるエネ
ルギー

・エネルギーの移り変わりに興味をもたせる。
・課題　いろいろなエネルギーを，たがいに変換することはできるのだろうか。
・手回し発電機の構造を説明し，どのようにして電気エネルギーを発生させているかを考えさせ
る。
・電気エネルギーを他のエネルギーに変換したことがなかったかを考えさせる。
・実験８  エネルギーの変換
・どのようなエネルギーの変換が行われたか考えさせる。
・エネルギーの変換と保存について説明する。
・いろいろなエネルギーは互いに変換することができる。エネルギーが移り変わっても，その総量
は常に一定に保たれる(エネルギー保存の法則)。

２　エネル
ギーの変換

2

1

４章　多様
なエネル
ギーとその
移り変わり
１　エネル
ギーの種類

・図66の写真を提示して，白熱電球とLED電球の明るさを比較させた後，消費電力を提示する。
・課題　ほぼ同じ明るさなのに，どうして消費電力がちがうのだろうか。
・消費電力の異なる白熱電球とLED電球の明るさがほぼ同じになるのはどうしてなのかを考えさせ
る。
・エネルギーの変換効率について説明する。
・課題　発生した熱は，まわりにどのようにして伝わっていくのだろうか。
・熱の伝わり方として，熱伝導，対流，熱放射があることを説明する。
・エネルギーを変換する際，目的とするエネルギー以外のエネルギーにも変換されてしまう。目的
とするエネルギーに変換される率を変換効率という。熱の伝わり方には，熱伝導，対流，熱放射の
３つがある。
・マイノートの基本のチェックを使い，第４章の学習内容の定着をはかる。

２　エネル
ギー利用上
の課題

・エネルギー資源の大量消費によって生活が支えられていることに気づかせる。
・課題　エネルギーを利用していくときに，どのようなことが問題となるのだろうか。
・エネルギーを利用していく上での問題点を考えさせる。
・エネルギー資源の枯渇，環境破壊，健康被害などの影響を与えることがあることを説明する。
・エネルギー資源の枯渇，環境や健康への影響などが問題となるおそれがある。

1

・未来のエネルギーの研究の紹介から，エネルギーについて考える必要性に気づかせる。
・課題　１日にどれぐらいのエネルギーを使い，それをどのように得ているのだろうか。
・エネルギーの消費量とエネルギーの取得方法を説明する。
・さまざまな発電方法のしくみを調べ，長所と短所を話し合わせる。
・水力発電，火力発電，原子力発電，地熱発電，太陽光発電，風力発電の発電方法のしくみと長
所，短所を説明する。
・毎日大量に消費するエネルギーは化石燃料などから得ており，多くは電気エネルギーに変換して
利用している。

・イプシロンロケットがどんなエネルギーで動くか考えさせる。
・これまで学習したエネルギーについて思い出させる。
・課題　エネルギーには，どのようなものがあるのだろうか。
・図63をもとに，いろいろなエネルギーについて説明する。
・力学的エネルギーのほか，電気・熱・化学・光・弾性・音・核などのエネルギーがある。

３　エネル
ギー変換の
効率と熱の
伝わり方

1

1

3

1

４　位置エ
ネルギーと
運動エネル
ギー

4

３　エネル
ギー

6

3

１章 地球
とその外側
の世界
１　太陽の
まわりを回
る天体

・惑星以外にも太陽のまわりを回っている天体があることに気づかせる。
・課題　惑星以外の太陽系の天体には，どのような特徴があるのだろうか。
・小惑星と隕石について説明する。
・太陽系外縁天体について説明する。
・すい星と流星について説明する。
・衛星について説明する。
・小惑星は火星と木星の間に多く，細長い楕円軌道のすい星は太陽に近づくと尾ができる。太陽系
外縁天体の多くは海王星より外側にあり，衛星は惑星のまわりを回る天体。

・空気中の
水の変化(中
2)
・電流の性
質(中2)
・電流と磁
界(中2)

・月や星の
動き(小4)
・太陽と月
の形(小6)
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○ 惑星以外の太陽系の天体にはどのような
ものがあるか理解する。

○ 太陽について関心をもち，太陽表面の観
察に積極的に取り組もうとする。

○ 天体望遠鏡を用いて，安全に太陽表面を
観察することができる。

○ 黒点の移動から太陽が自転していること
を推測できる。

○ 太陽の特徴を理解し，太陽の表面に見ら
れる黒点やプロミネンスなどの名称を知
る。○ 太陽系の外の宇宙について関心をもち，
どのような天体があるかを調べようとす
る。○ 恒星の明るさと距離の関係を捉えること
ができる。

○ 太陽系，銀河系，銀河の構造について理
解し，知識を身につける。

○ 太陽や星の１日の動きに関心がある。
○ 天球概念を理解し，観測者から見た天体

の位置を方位と高度で表せることを捉え
る。

・太陽の１日の動きを記録する方法を考えさせる。
・「観測のスキル」を用いて，太陽の動きを透明半球を使って記録する方法を理解させる。
・観測１　太陽の１日の動き
・観測１の結果から，太陽の１日の動きについてどのようなことがわかるか考えさせる。

○ 透明半球を用いた太陽の１日の動きの観
測を行うことができる。

・観測１で記録した透明半球上での太陽の動きの規則性を考えさせる。
・透明半球上での記録を，天球上での太陽の動きとして理解させる。
・観測１で調べた太陽の１日の動きは，地球の自転による見かけの動きであることを説明する。

○ 太陽の１日の動きが，地球の自転によっ
て起こる見かけの動きであることを捉え
ることができる。

○ 星の１日の動きを観測し，それを天球上
に表すことができる。

○ 星の日周運動を，太陽の日周運動と同じ
地球の自転による見かけの運動として理
解する。○ 観測地によって天体の見える方向や動き
が異なる理由を，見ている空の方向の違
いとして捉えることができる。

・地球の公転がどのような運動であったかを思い出させる。
・課題　地球の公転によって，太陽はどのように動いて見えるのだろうか。
・地球の公転によって太陽が見える方向が異なることを星座を利用して考えさせる。
・図39の実験を演示する。
・図40を用いて，地球の公転によって，太陽が星座の中を動いて見えることを理解させる。
・地球の公転によって，太陽は星座の中を１年で１周するように見え，その通り道を公道という。

○ 地球の公転によって天球上の太陽の年周
運動が生じることを理解する。

○ 太陽の方向にある星座は見ることができ
ないことを理解する。

○ 地球の公転によって，真夜中の南の空に
見える星座が季節によって変化すること
を捉えることができる。

○ 同じ時刻に観測した星座は，地球の公転
によって西に移動して見えることを捉え
ることができる。

○ 季節による気温の変化に興味をもち，そ
の原因を調べようとする。

○ 図49から，季節によって太陽の南中高度
や昼間の長さが異なることを捉えること
ができる。

○ 図52をもとに，地軸の傾きによって，季
節による太陽高度の変化や昼間の長さの
変化が起こることを捉えることができ
る。○ 季節による気温の変化を太陽高度や昼間
の長さの変化と関連づけて理解する。

○ 月の満ち欠けや，見える時間や方位など
について関心がある。

○ 同じ時刻に見た月の形と位置の変化を調
べることができる。

○ 地球から見える月の形や位置の変化を，
月の公転と関連づけて捉えることができ
る。

・日食・月食について知っていることを発表させる。
・図63を用いて，日食は太陽の全体，または一部が月に隠れて見えなくなる現象であることを説明
する。
・図67などを用いて，月の全体，または一部が地球の影に入る現象を，月食ということを説明す
る。
・太陽・月・地球の位置関係が変化することによって，月の形や見える位置が変化したり，日食や
月食が起こったりする。

○ 日食・月食の現象を理解し，太陽・月・
地球の位置関係によって起こることを理
解する。

・金星を見た経験や金星について知っていることを発表させる。
・課題　地球から見た惑星は，どのような動きや見え方をするのだろうか。

○ 金星の動きや見え方に関心をもち，その
原因を推測しようとする。

・図69を用いて金星の複雑な動きを紹介する。
・「ためしてみよう」を演示する。
・図70を用いて，金星が星座の中を動いて見える原因を説明する。

○ 金星が星座の星の間を動いて見える原因
について，地球と金星の位置関係と関連
づけて捉えることができる。

1
1
月
⑮

1
2
月
⑫

２　金星の
動きと見え
方

・観測２の観測方法を説明する。
・観測２　星の１日の動き
・全天の星の動きには，どのような規則性があるか考えさせる。
・観測結果や写真などから，星の１日の動きは，北極星付近を中心とした回転運動であることを捉
えさせる。
・図33などをもとに，星の１日の動きも，太陽の１日の動きと同じ地球の自転による見かけの動き
であることを説明する。
・観測地によって天体の見える方向や動きが異なるのは，観測地によって見ている空の方向が異な
るためであることを説明する。
・太陽や星は，地球の自転によって，自転とは反対方向に回転しているように見える。

・小学校４年で学習した夏と冬の星座を思い出させる。
・課題　季節による星座の移り変わりは，なぜ起こるのだろうか。
・太陽の方向にある星座は見えないことから，季節によって見える星座が異なることを捉えさせ
る。
・真夜中の南の空に見える星座が，季節によって移り変わっていくことを理解させる。
・同じ時刻に観測した星座は，地球の公転によって西に移動して見えることを説明する。
・地球の公転のため，太陽の方向や真夜中の南の空の方向が変化し，同じ時刻に見える星座が西に
動いて見える。

4

３章 月と
金星の動き
と見え方
１　月の動
きと見え方

・章導入写真などを使って，月の明るいほうから太陽の光がきていることに気づかせる。
・課題　日によって，月の形や位置が変化するのは，なぜだろうか。
・小学校６年で学習した，月の満ち欠けを思い出させる。
・観測３　月の形と位置の変化
・月の形や位置が規則的に変化していることを捉えさせる。
・図62を用いて，太陽・月・地球の位置関係の変化によって，月の満ち欠けや位置の変化が起こる
ことを説明する。

8

２章 太陽
と恒星の動
き
１　天体の
１日の動き

・章導入の写真や小学校での学習をもとに，太陽の１日の動きを確認する。
・地球の自転によって天体の見かけの動きが生じることを理解させる。
・課題　地球の自転によって，太陽や星は，時間とともにどのように動いて見えるのだろうか。
・天球概念を理解させ，天球を用いて天体の位置や動きが説明できることを理解させる。
・天球上での方位や高度を説明する。

２　太陽の
１年の動き
と星座の移
り変わり

３　太陽の
動きと季節
の変化

・夏と冬の影の長さの違いから太陽高度が異なることに気づかせる。
・課題　季節によって，太陽の高度が変化するのは，なぜだろうか。
・図49や図50から，季節によって南中高度や昼間の長さが変化していることを理解させる。
・地球儀などを用いて地軸の傾きに着目させる。
・季節による太陽高度の変化を日常生活の中で感じることができる場面を考えさせる。
・「ためしてみよう」を演示する。

・前時の内容を確認する。
・図52を用いて，地軸の傾きによって太陽の南中高度や昼間の長さの変化が起こることを理解させ
る。
・南半球や地軸が傾いていない場合を考えさせる。
・図55の実験を演示する。
・太陽高度と昼間の長さの変化によって，地面が受ける太陽光のエネルギー量に変化が生じ，気温
の変化が起こることを説明する。
・地球は地軸を傾けたまま自転しながら公転しているため，太陽の日周運動の経路に変化が生じ，
季節の変化が起こる。
・マイノートの基本のチェックを使い，第２章の学習内容の定着をはかる。

4

2

2

2

2
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3

１章 地球
とその外側
の世界
１　太陽の
まわりを回
る天体

3

２　みずか
ら光を出す
天体

・太陽はどのような天体か知っていることを発表させる。
・太陽の表面の様子を観察することによって，太陽以外の恒星の様子も推測できることを説明す
る。
・課題　太陽は，どのような特徴がある天体なのだろうか。
・観察１　太陽の表面の観察

・惑星以外にも太陽のまわりを回っている天体があることに気づかせる。
・課題　惑星以外の太陽系の天体には，どのような特徴があるのだろうか。
・小惑星と隕石について説明する。
・太陽系外縁天体について説明する。
・すい星と流星について説明する。
・衛星について説明する。
・小惑星は火星と木星の間に多く，細長い楕円軌道のすい星は太陽に近づくと尾ができる。太陽系
外縁天体の多くは海王星より外側にあり，衛星は惑星のまわりを回る天体。

・観察１の結果を確認する。
・黒点について考察させる。
・太陽の表面の様子や特徴について説明する。

・星座の星は自ら光を出していることを確認する。
・課題　太陽系の外の恒星はどのような天体で，太陽系の外にはどのような世界が広がっているの
だろうか。
・小学校４年で学習した星の色や明るさについて思い出させる。
・恒星の明るさの表し方について説明する。
・光年について定義し，恒星の距離と明るさの関係について説明する。
・銀河系の構造や特徴について説明する。
・銀河系の外側には，別の銀河が多数存在することを説明する。
・マイノートの基本のチェックを使い，第１章の学習内容の定着をはかる。

・月や星の
動き(小4)
・太陽と月
の形(小6)

・月や星の
動き(小4)
・太陽と月
の形(小6)
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・月の満ち欠けのしくみを確認する。
・図71を用いて金星の満ち欠けと大きさの変化のしくみについて説明し，図72を用いて金星が夕方
か明け方にしか見られない理由を説明する。
・「ためしてみよう」を演示する。
・金星の見かけの大きさや形の変化などを，太陽・金星・地球の位置関係から考えさせる。
・金星は地球よりも内側にあるため，真夜中に見ることはできない。地球と金星の位置関係の変化
によって，星座の星の間を移動し，満ち欠けして見える。
・マイノートの基本のチェックを使い，第３章の学習内容の定着をはかる。

○ 金星の見え方の変化を，太陽・金星・地
球の位置関係の変化と関連づけて捉える
ことができる。

6 6 予備 予備（力だめし，副教材，単元テストなど）

1 1
山と海に広
がる森

山と海という対照的な自然環境に広がる森を取り上げ，ジャイアントケルプと関わりのある生物を
紹介することで，さまざまな環境における生態系について学習することを説明する。

○ ジャイアントケルプの写真などをもと
に，さまざまな環境における生態系につ
いて想像しようとする。

○ 食物連鎖など，生物のつながりについて
関心をもち，調べようとする。

○ 食物連鎖における生物のつながりについ
て理解し，知識を身につけている。

・生態系における生物の役割と数量的な関係について発問する。
・生産者と消費者について定義し，図４と図５を使って，食物連鎖の数量的な関係やつり合いにつ
いて説明する。
・オオヤマネコとカンジキウサギの数量的なつり合いの変化について考えさせる。
・生物濃縮について説明する。
・自然の中で生活している生物は食物連鎖でつながっている。食物連鎖の数量的な関係には規則性
があり，そのつり合いはふつうほぼ一定に保たれている。

○ 食物連鎖の数量的な関係やそのつり合い
の変化について理解する。

・地表が落ち葉でいっぱいにならないことに気づかせる。
・課題　森林が植物や動物の遺骸でいっぱいにならないのは，なぜだろうか。
・図８の観察を演示する。
・落ち葉の変化について考えさせる。
・分解者について定義し，土の中の小動物のはたらきを説明する。
・図11を使って，土の中の食物連鎖について説明する。

○ 落ち葉を出発点とした食物連鎖について
理解し，知識を身につけている。

○ 対照実験の意味を理解しながら，実験を
行うことができる。

○ 実験結果から，土の中の微生物のはたら
きを考察できる。

1

３　生物の
活動を通じ
た物質の循
環

・生産者，消費者，分解者は自然界でどのような役割をしているのかを考えさせる。
・課題　炭素は，どのように自然界を循環しているのだろうか。
・炭素などの物質の循環について説明する。
・食物連鎖や呼吸，光合成，有機物の分解によって，炭素などの物質は，生産者，消費者，分解者
と自然界を循環している。
・マイノートの基本のチェックを使い，第１章の学習内容の定着をはかる。

○ 自然界の炭素などの物質の移動を，呼吸
や光合成，食物連鎖などと関連づけて捉
えることができる。

○ 人間の生活が自然環境に及ぼす影響につ
いて考え，調べようとする。

○ 身近な環境調査について，見通しをもっ
て計画を立てることができる。

・調査１の結果を確認する。
・身近な自然に与えている影響を考察する。
・人間は生物の１つとして自然環境とかかわり，身近な自然環境にも人間の活動による影響があ
る。

○ 調査で得られた結果を図や表にまとめる
とともに，結果に基づいた考察ができ
る。

・知っている環境問題を発表させる。
・課題　人間の活動によって，自然環境にどのような影響が生じるようになったのだろうか。
・図17～20を使って，自然環境への影響について話し合わせ，発表させる。
・大気に関する環境問題について説明する。

○ 身近な環境の調査結果と関連づけなが
ら，地球規模での環境問題を理解する。

・前時に学習した環境問題を確認する。
・水質，生物に関する環境問題について説明する。
・自然環境の保全について考えさせ，説明する。
・人間の活動により，地球温暖化など，自然環境への影響は地球規模に及んでいる。将来にわたっ
て生物が生存するには，自然界のつり合いを保つ必要性がある。
・マイノートの基本のチェックを使い，第２章の学習内容の定着をはかる。

○ 地球規模でのさまざまな環境問題を理解
し，自然界のつり合いを保つ必要性を考
えることができる。

○ 人間が地球上のどのような所で生活して
いるのかを考えようとする。

○ 地球内部または太陽光のエネルギーと関
連づけて，日本列島における自然の変化
の特徴を理解する。

○ 自然からの恩恵や自然災害，防災・減災
の取り組みについて，関心をもって考え
ようとする。

○ 身近な自然からの恩恵や自然災害につい
ての調査の計画を立てることができる。

・調査２の計画内容を確認させる。
・調査２　身近な自然からの恩恵と自然災害

○ 地域の自然について的確な情報を収集
し，結果をわかりやすく整理することが
できる。・調査２の結果を発表させる。

・調査２の結果からわかることを考察させる。
・地域の自然について，その概要をまとめて，自然からの恩恵や起こりうる災害について説明す
る。また，起こりうる災害に対して過去の自然災害を教訓にして備えることができることを説明す
る。

○ 調査結果から地域の自然からの恩恵や自
然災害について，地域の地形の特徴など
と関連づけて考察することができる。

○ 地震発生時の適切な対応について考察す
ることができる。

○ 地震や火山が及ぼす人間の生活への影響
や防災・減災の取り組みについて理解す
る。

○ 天気の変化が及ぼす人間の生活への影響
や防災・減災の取り組みについて理解す
る。○ 地域の地形の特徴などをもとに，情報を
適切に組み合わせてハザードマップを作
成することができる。

４章 科学
技術と人間

・農作物の改良や栽培技術の発展によって，食生活が向上したことを例にあげ，科学技術の発展に
興味をもたせる。

○ 日常生活を豊かにしてきた科学技術に興
味をもち，調べようとする。

・昔から人間が自然とどのようにつき合って生活してきたか考えさせる。
・課題　わたしたち人間は，地球のどのようなところで生活し，自然からどのような影響を受けて
いるのだろうか。
・人間が生息できる条件や環境の特徴を説明する。
・地球の大きさと表層の厚さを比較させる。
・日本列島における自然の変化(地震・火山・天気の変化)の特徴を説明する。
・人間は地球表層の限られた範囲で生活しており，さまざまな自然現象の影響を受けている。

・海岸に沿ってマツ林がつくられてきた理由を紹介する。
・課題　自然からの恩恵や災害には，どのようなものがあるのだろうか。また，自然災害から身を
守るにはどうすればよいのだろうか。
・自然が人間の生活に及ぼす影響の具体例をあげさせる。
・調査２の概略を説明し，調査計画を立てさせる。

・雨がもたらす恩恵・災害について，今まで学習したことや知っていることを発表させる。
・天気の変化がもたらす恩恵や災害，防災・減災について説明する。
・洪水ハザードマップを作成させる。
・人間は，地震や火山，天気の変化の自然からもたらされる恩恵によって生活を豊かにしている。
その一方で，さまざまな災害も受けており，自然のしくみを理解した上で防災・減災対策などを行
う必要がある。
・マイノートの基本のチェックを使い，第３章の学習内容の定着をはかる。

1
2
月
⑫

２　金星の
動きと見え
方

5

１章　自然
界のつり合
い
１　食物を
めぐる生物
どうしのつ
ながり

・「ふり返り」を示し，小学校６年，中学校１・２年の学習内容を思い出させる。
・課題　生物は食物を得るうえで，たがいにどのようにかかわっているのだろうか。
・「ためしてみよう」を演示する。
・食物連鎖について説明する。

２　生物の
遺骸のゆく
え

・土の中の小動物のふんが，どのようにしてなくなるのか質問する。
・実験１　土の中の微生物のはたらき
・二酸化炭素とデンプンの変化から微生物のはたらきを考えさせる。
・微生物のはたらきについて説明する。
・土の中にも落ち葉を出発点とした食物連鎖がある。土の中の微生物は，落ち葉や生物の遺骸，ふ
んなどの有機物を，二酸化炭素などの無機物に分解する。それらは，再び植物の光合成や成長の材
料として利用される。

4

２章　人間
と環境
１　自然環
境における
人間

・自然界のつり合いについて思い出させる。
・課題　人間は自然環境と，どのようにかかわっているのだろうか。
・身近な自然環境と人間がかかわっている例を，生徒どうしで話し合わせる。
・調査１　身近な自然環境の調査

２　人間の
生活による
自然環境へ
の影響

6

・地震災害や火山がもたらす恩恵・災害について，今まで学習したことや知っていることを発表さ
せる。
・地震がつくった地形の利用，地震がもたらす災害と防災・減災について説明する。
・地震発生時の対応について話し合わせる。
・火山がもたらす恩恵，災害と防災・減災について説明する。

3

1

2

2

2

4

2

2

２　自然か
らの恩恵と
自然災害

5

1

３章　自然
が人間の生
活におよぼ
す影響
１ 地球の
表層に生き
る人間

1
月
⑪

2
月
⑯

・地球と私
たちのくら
し(小6)
・生き物の
くらしと環
境(小6)
・栄養分を
つくるしく
み(中1)
・生命を維
持するはた
らき(中2)

・生物の移
り変わりと
進化(中2)

・地球に生
きる(小6)
・大地がゆ
れる(中1)
・大地が火
をふく(中1)
・大地は語
る(中1)
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１　科学技
術の発展

・既習事項をふり返らせる。
・課題　わたしたちの生活を豊かにしてきた科学技術には，どのようなものがあるだろうか。
・衣食住を中心に科学技術の発展を考えさせる。
・図62～65 などを使って，科学技術が発展した過程を具体的な例をあげながら説明する。
・わたしたちの生活が便利で豊かになったのは，衣食住をはじめさまざまな分野の科学技術が発展
してきたからである。

○ 身近な科学技術の発展の過程を理解す
る。

・輸送や交通手段などの科学技術の発展の具体例をあげ，科学技術がわたしたちの生活を豊かにし
ていることに興味をもたせる。
・課題　科学技術の発展で，わたしたちの生活はどのように便利になったのだろうか。
・摩擦を減らして運びやすくする方法を考えさせる。
・「ためしてみよう」を演示する。
・交通輸送手段を例に，どのような科学技術が開発され，また，その科学技術がどのように活用さ
れて，交通輸送が進歩していったかを説明する。

○ 科学技術の発展によってわたしたちの生
活や社会が便利になったことに興味をも
ち，調べようとする。

・情報通信の変化の具体例をあげて，興味をもたせる。
・情報通信の分野で，科学技術の発展がわたしたちの生活を豊かにしていることを説明する。
・パソコンの利用法がどのように変化してきたかを調べて，話し合わせる。
・調べたことをまとめさせ，情報通信技術の進歩を説明する。
・医療技術の分野でも，科学技術の発展がわたしたちの生活を豊かにしていることを説明する。
・宇宙開発の分野でも，科学技術の発展が関係していることを説明する。
・さまざまな分野で新しい科学技術が開発され，それらによって人間の生活が豊かで便利になっ
た。
・マイノートの基本のチェックを使い，第４章の学習内容の定着をはかる。

○ 科学技術の発展が社会をどのように便利
にしてきたかを認識する。

○ 環境汚染やエネルギー資源の枯渇などに
関心をもち，調べようとする。

○ 科学技術の使用で生じた問題と，そのた
めの科学技術の貢献について認識する。

・環境問題とその対策について研究し，その成果を発表することを伝える。
・課題　持続可能な社会をつくるために，わたしたちはどのようなことができるのだろうか。
・環境問題の例をあげ，どのように解決すればよいか考えさせる。
・具体的な環境問題とその対策を研究することを述べ，研究の進め方とレポートの書き方を説明す
る。
・研究テーマを選び，具体的に調査する項目を決めて，研究を進めさせる。

○ 身のまわりの環境問題に関心をもち，
テーマを決めて調べようとする。

・この時間で研究を終え，レポートを完成させること，次の時間はその発表にあてることを伝え
る。
・前時に引き続き，研究を継続・完了させ，結果を整理し，考えをまとめて，レポートを作成させ
る。

○ 環境問題について調査した結果を記録
し，整理することができる。

○ 環境保全と科学技術の在り方について調
査したことを，科学的な根拠に基づいて
考え，それを表現することができる。

○ 持続可能な社会をつくっていくことの重
要性を認識する。

6 6 予備 予備（力だめし，副教材，単元テストなど）

・研究成果を発表し合うことを伝える。
・研究成果を発表させ，話し合わせる。
・発表を講評するとともに，その内容に触れながら，環境問題で科学技術が果たす役割について説
明する。
・環境問題を解決し，持続可能な社会をつくるためにも科学技術が必要である。そのためにも，科
学的に考え，課題を総合的に判断し，行動することがたいせつである。
・マイノートの基本のチェックを使い，第５章の学習内容の定着をはかる。

3

２ 科学技
術から受け
ている恩恵

５章 科学
技術の利用
と環境保全
１　科学技
術の発展で
生じた課題
と対策

・室内の照明器具の変遷から，科学技術の発展によって解決してきたことがある一方，逆に問題点
が生じたことにも興味をもたせる。
・課題　科学技術の発展は，わたしたちのくらしや環境にどのように関係しているだろうか。
・照明技術の進歩がもたらした環境への影響を考えさせる。
・科学技術の進歩が生活を便利で豊かにする一方，さまざまな環境問題を生んだことを説明すると
ともに，環境保全のために，さまざまな科学技術が生かされていることを説明する。
・科学技術の発展は，生活を豊かにした反面，資源の枯渇や環境への負担を生み出してきた。持続
可能な社会を実現するためにも，科学技術が必要である。

2

4 4

1

3
月
②

2
月
⑯
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